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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）支持体と、
　ｂ）画像様印刷レリーフを含有する上面を有する支持体上の少なくとも１つのエラスト
マー層であって、フロアを含み、および該上面は、非画像領域に、規定された高度差を有
するレリーフ要素を含む印刷制御要素も含有するエラストマー層と
を含み、それぞれのレリーフ要素は、隣接するレリーフ要素と異なる、フロアから測定さ
れる高度を有し、および前記印刷制御要素は、規定された高度差の少なくとも３つのレリ
ーフ要素を含み、中心のレリーフ要素は規定された高度を有し、および、両側のレリーフ
要素は、中心のレリーフ要素と比較して同様に規定された高度変異を有するフレキソ印刷
フォーム。
【請求項２】
　画像様印刷レリーフを含有するフレキソ印刷フォームを製造する方法であって、
　フロアおよび画像様印刷レリーフを含有するのに適した上面を有する少なくとも１つの
エラストマー層を提供する工程と、
　エラストマー層の非画像領域に、規定された高度差を有するレリーフ要素を含む印刷制
御要素を形成する工程と
を含み、それぞれのレリーフ要素は、隣接するレリーフ要素と異なる、フロアから測定さ
れる高度を有し、前記印刷制御要素は、規定された高度差の少なくとも３つのレリーフ要
素を含み、中心のレリーフ要素は規定された高度を有し、および、両側のレリーフ要素は
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、中心のレリーフ要素と比較して同様に規定された高度変異を有することを特徴とする方
法。
【請求項３】
　前記エラストマー層が、レーザー彫刻可能な、エラストマー層を含む請求項２に記載の
方法であって、該方法が、
　Ａ）レーザー彫刻可能な、エラストマー層を画像様アブレーティングして、印刷レリー
フを形成する工程と、
　Ｂ）エラストマー層の非画像領域をアブレーティングすることにより、印刷制御要素を
形成して、規定された高度差を有するレリーフ要素を提供する工程と
をさらに含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレキソ印刷、とりわけ印刷制御要素を含むフレキソ印刷フォームの印刷制
御およびそのような印刷制御要素を含むフレキソ印刷フォームを製造するための方法に関
連する。
【背景技術】
【０００２】
　フレキソ印刷版は、紙、ダンボール、フィルム、ホイルおよび積層板のような種々の基
板上のレリーフ印刷に使用するためによく知られている。フレキソ印刷版は、支持体とカ
バーシートまたは多層カバー要素との間に挿入された、エラストマーバインダー、モノマ
ーおよび光開始剤を含有する光重合可能層を含む感光要素から調製されることが可能であ
る。そのような、感光要素を作製する好ましい方法は、特許文献１に記載されている。そ
こには、予め押し出された光重合可能組成物をカレンダーのニップに送り、そして支持体
と多層カバー要素との間をカレンダー処理し、光重合可能層を形成することが記載されて
いる。フォトマスクを通じた、化学線を用いる感光要素の画像様暴露では、光重合可能層
の暴露領域は、不溶性にされる。感光要素とフォトマスクを互いに近接して接触させるた
めの一般的な技術は、要素とマスクとを並列し、そして通常バキュームフレームの使用に
より、それらの間から真空に引くものである。画像様暴露の後に、吸収表面に要素の最も
外側を接触する工程と組み合わせて、適当な溶媒を用いた処理または熱処理で、光重合可
能層の非暴露領域を除去してフレキソ印刷に用いられることが可能な印刷レリーフが残る
。そのような材料は、特許文献２、特許文献３、および特許文献４に記載されている。フ
レキソ印刷版を形成するための感光要素の熱現像は、特許文献５、特許文献６、特許文献
７および特許文献８に記載されている。
【０００３】
　別個のフォトマスクを必要としないデジタルな方法および関連記録材料が開発され、特
許文献９、特許文献１０、特許文献１１および特許文献１２に記載されている。そのよう
な記録材料は、前述のような慣用の光重合可能層と、さらに、一体化されたフォトマスク
を形成することが可能な層を含む。付加的な層は、赤外線に感受性であり、化学線を通さ
ず、赤外線感受性層またはＩＲ感受性層と呼ばれる。赤外線感受性層はデジタルに画像形
成され、それにより赤外線感受性材料は、画像様に気化されるか、または重ね合わされた
フィルムに転写される。それに続いて、結果として生じる一体化されたフォトマスクを通
じて感光要素の全面的な暴露、非重合領域および赤外線感受性層の残留領域の洗い流し、
そして要素の乾燥により、フレキソ印刷版がもたらされる。フレキソ印刷版を製造するた
めの別の方法は、レーザー彫刻可能な強化エラストマー材料をレーザー部品で画像様にア
ブレーティングすることによるものであり、これによって印刷レリーフを形成する方法で
ある。そのような材料および方法は、特許文献１３、特許文献１４および特許文献１５に
記載されている。これらのデジタル的な方法は、シートの形態または円筒状の形態のフレ
キソ印刷版の調製のために用いられる。
【０００４】
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　フレキソ印刷方法では、印刷シリンダ（版シリンダ）にフレキソ印刷版を取り付け、フ
レキソ印刷版の表面に形成された三次元レリーフの隆起した部分を、その上面にインクを
付けるために、インクユニット（Ａｎｉｌｏｘと呼ばれる）にプレスする。その後、イン
クが付けられた、隆起した領域を、圧シリンダに取り付けられた紙、ホイルなどのような
基板にプレスする。フレキソ印刷版とＡｎｉｌｏｘまたは支持体とが調整され、機械的に
制限されるので、フレキソ印刷版とＡｎｉｌｏｘとの間、またはフレキソ印刷版と支持体
との間の物理的押印の量を決定するのは、フレキソ印刷版の表面の隆起した部分の高度で
ある。他の領域より高く隆起したレリーフ領域は、より低いか、または均一にくぼませた
領域よりも、より大きい押印を作り出す。フレキソ印刷版は、未加工の感光要素の厚公差
によって、および／またはそれらの生産方法により引き起こされる、レリーフの小さな高
度差（２５～３０μｍまで）を示すことができる。それ故に、フレキソ印刷方法は、通常
かなり押印感受性であり、すなわちフレキソ印刷版とＡｎｉｌｏｘ／支持体との間の多少
なりとも強い接触は、印刷結果にかなり強い影響を与え、それが、押印が注意深く制御さ
れなければならない理由である。押印が強すぎる場合、いくつかの画像領域が押しつぶさ
れる可能性がある。そうでなければ、押印が弱すぎる場合、インクの転写が不十分となる
。双方の場合において、結果として生じるフレキソ印刷画像の品質は悪い。
【０００５】
　これらの変化するレリーフ高度のために、フレキソ印刷版の全てのレリーフ領域にとっ
て最も適当な押印の客観的判断を得るのが困難である。したがって、押印の設定は、用い
られるフレキソ印刷版毎に、個々に試験しなくてはならない。どのようにして、選択され
た設定を標準化し、かつ再現可能にするかに関しては、印刷職工の手腕と、使用されるプ
レスの精度の問題である。
【０００６】
【特許文献１】米国特許第４，４６０，６７５号明細書
【特許文献２】米国特許第４，３２３，６３７号明細書
【特許文献３】米国特許第４，４２７，７５９号明細書
【特許文献４】米国特許第４，８９４，３１５号明細書
【特許文献５】米国特許第５，０１５，５５６号明細書
【特許文献６】米国特許第５，１７５，０７２号明細書
【特許文献７】米国特許第５，２１５，８５９号明細書
【特許文献８】国際公開第９８／１３７３０号パンフレット
【特許文献９】国際公開第９４／０３８３８号パンフレット
【特許文献１０】国際公開第９４／０３８３９号パンフレット
【特許文献１１】国際公開第９６／１６３５６号パンフレット
【特許文献１２】欧州特許第０，７６７，４０７号明細書
【特許文献１３】米国特許第５，７９８，２０２号明細書
【特許文献１４】米国特許第５，８０４，３５３号明細書
【特許文献１５】欧州特許第１，２１５，０４４号明細書
【特許文献１６】独国特許第Ｃ１９９，０９，１５２号明細書
【特許文献１７】米国特許第３，０３６，９１３号明細書
【特許文献１８】米国特許第２，７６０，８６３号明細書
【特許文献１９】米国特許第５，２６２，２７５号明細書
【特許文献２０】米国特許第５，７１９，００９号明細書
【特許文献２１】欧州特許第０，７４１，３３０Ｂ１号明細書
【特許文献２２】米国特許第５，３５４，６４５号明細書
【特許文献２３】米国特許第３，７９６，６０２号明細書
【特許文献２４】欧州特許第５，２７９，６９７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　それ故に、フレキソ印刷方法において押印を制御するための、この試行錯誤の手順を避
け、結果として生じる印刷物の品質を制御するための簡単な方法を提供することが、本発
明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、フレキソ印刷フォームであって、ａ）支持体と、ｂ）画像様印刷レリーフを
含有する上面を有する支持体上に少なくとも１つのエラストマー層とを含み、ここで該上
面は、非画像領域に、規定された高度差を有するレリーフ要素を含む印刷制御要素も含む
。
【０００９】
　もう１つの実施態様において、本発明は、前記フレキソ印刷フォームを調製するための
方法を指向し、ここで、本方法は、Ａ）ａ）支持体と、ｂ）支持体上の、少なくとも１種
のエラストマーバインダー、化学線により光重合可能な少なくとも１種のエチレン性不飽
和化合物および少なくとも１種の光開始剤または光開始剤系を含有する少なくとも１つの
光重合可能層とを含む感光要素の上面に、印刷制御要素のネガマトリックスを印加する工
程と、Ｂ）画像様レリーフおよび印刷制御要素の双方のネガを含むフォトマスクを通じて
、感光要素を化学線に暴露して、光重合可能層に重合領域と非重合領域とを形成する工程
と、Ｃ）フォトマスクを除去する工程と、Ｄ）非重合領域を除去して、感光要素の上面に
画像様印刷レリーフと、非画像領域に、規定された高度差を有するレリーフ要素を含む印
刷制御要素とを形成する工程とを含む。
【００１０】
　さらなる実施態様において、本発明は、前記方法によって作成されるフレキソ印刷フォ
ームを指向する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明は、フレキソ印刷方法において、印刷の品質を制御および向上させる容易かつ経
済的な方法を提供する。また、本発明は、印刷制御要素を含むフレキソ印刷フォームおよ
びそのようなフレキソ印刷フォームを製造する方法を提供する。さらに、本発明は、フレ
キソ印刷フォームに含まれる印刷制御要素の使用により、印刷職工がフレキソ印刷の間の
押印の調整を容易することを可能にする。本発明は、通常のフレキソ印刷製造方法に組み
込むことができる。本発明は、全ての種類のフレキソ印刷版および種々のタイプのフレキ
ソ印刷組成物に適用することができる。好ましくは、感光性のフレキソ印刷要素がアナロ
グのもの、ならびにデジタルのものを用いるのが有用であり、さらにレーザー彫刻可能な
強化エラストマー材料を主成分とするフレキソ印刷版に対して用いることが有用である。
特に好ましいのは、デジタル感光性フレキソ印刷要素である。
【００１２】
　本発明の主要な利点は、印刷制御要素を含むフレキソ印刷フォームを用いる印刷の間に
、印刷職工が、印刷工程中に押印を直接分析および調節することができ、そして強すぎる
かまたは弱すぎる押印の結果を見る必要がないことである。それ故に、高い印刷品質を、
従来のフレキソ印刷フォームを用いるよりはるかに容易に最適化でき、そしてフォームを
取り付ける工程と実際に印刷する工程との間の実行時間を、非常に早く、そして容易に達
成でき、より高い生産性を生ずる。
【００１３】
　　（印刷制御要素）
　本発明に関するフレキソ印刷フォームは、その印刷表面の非画像領域に、規定された高
度差を有するレリーフ要素を含む印刷制御要素を含有する。画像様領域のレリーフの高度
は、規定されていない方法で変化することができるのに対して、印刷制御要素中のレリー
フ要素の高度は、規定された刻みで異なっている。印刷制御要素は、非画像領域に形成さ
れ、画像様レリーフを印刷するためには用いられない。印刷制御要素は、印刷機械の設定
を調整するための試験印刷の実施の間のみに用いられる。例えば、印刷制御要素は、規定
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された高度差の少なくとも２つのレリーフ要素を含む。好ましくは、印刷制御要素は、規
定された高度の中心要素と、中心要素と比較して同様に規定された高度変異を有する両側
の要素を有する、少なくとも３つの規定された高度差の要素を含む。特に適当なのは、８
～１２の、規定された高度差を有する要素を有する印刷制御要素である。また、印刷制御
要素は、バーコードであってもよい。しかし、規定された高度変異を有する試験印刷レリ
ーフの要素は、任意の他の幾何学的形状であってもよい。５～３０μｍ、好ましくは１０
～２５μｍ、およびより好ましくは２０～２５μｍの規定された高度差を有する要素を使
用することが好ましい。
【００１４】
　印刷制御要素を含むフレキソ印刷フォームは、感光要素の最も外側の光重合可能層の上
面に、印刷制御要素のネガマトリックスを押印することによって製造される。押印とは、
物理的な型押しを意味する。未加工の重合されていない感光要素の光重合可能層は、まだ
軟らかく、圧縮可能である。それ故に、光重合可能層は、マトリックスが層にプレスされ
、そして層を圧縮し、異なる高度のレリーフ要素を形成する場合には、マトリックスのフ
ォームを採用する。適当なマトリックスは、パンチ、ステンシルなどであってもよく、金
属、ガラスなどのような異なる材料から形成されてもよい。
【００１５】
　感光要素の最も外側の光重合可能層を、その表面に印刷制御要素のネガマトリックスを
押印することによって得られた形状に維持するために、光重合しなければならない。した
がって、規定された高度差を有する試験印刷レリーフを形成するであろう印刷制御要素の
それらの部分を重合させることができるフォトマスクを、化学線を用いた感光要素を露光
するために用いる。非重合領域は、現像段階で除去される。
【００１６】
　また、強化エラストマー層をレーザー彫刻することによって、印刷制御要素を調製する
ことができる。特に、フレキソ印刷フォームそれ自身がこの技術によって調製される場合
、同様の方法で印刷制御要素を調製することが好ましい。
【００１７】
　デジタル感光性フレキソ印刷要素を用いる場合、デジタルフォトツールに画像形成され
る高解像度パターンを通じて化学線ＵＶ光にフィルターをかけることにより、印刷制御要
素も調製することができる。高解像度パターンは、規定された方法でデジタルフォトツー
ルの背後の光重合に利用可能な化学線量を低減し、したがって光重合の高度を低くする。
重合構造の高度は、高解像度パターンの形状を通じて制御される。
【００１８】
　２つの規定された高度差のレリーフ要素のみを有する印刷制御要素を用いることによっ
て、印刷職工は、このバイナリーシステムから、選択された押印が適当か否かの情報のみ
得るであろう。いくつかの規定された高度差の要素を含む印刷制御要素を用いる場合は、
印刷職工は、どの程度押印を強めるか、または弱めなければならないかのより詳細な情報
を得ることができる。そして、印刷職工は、フレキソ印刷フォームからＡｎｉｌｏｘまた
は基板へ、またはＡｎｉｌｏｘまたは基板からフレキソ印刷フォームへの、フレキソ印刷
フォームの機械的な接近またはリフトオフによって、押印の設定を容易に調整することが
できる。
【００１９】
　図１は、本発明の印刷制御要素１を含むフレキソ印刷版１０の非画像領域、フロア２を
含むフォトポリマー層、および支持体３を示す。印刷制御要素１は、多数のレリーフ要素
５で示されており、それぞれのレリーフ要素５は、隣接するレリーフ要素と異なる規定さ
れた高度（フロアから測定される）を有する。図２は、Ａｎｉｌｏｘロール１４、印刷版
シリンダ１６、および圧シリンダ１８を有する簡略化した印刷プレス１２を示す。印刷さ
れている基板２０は、圧シリンダ１８によって支持される。フレキソ印刷版１０は、印刷
シリンダ１６に取り付けられる。フレキソ印刷版１０は、多数のレリーフ要素を有する印
刷制御要素１ａ、１ｂを含む。インクは、Ａｎｉｌｏｘロール１４によって、印刷制御要
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素１ａに転写される。レリーフ要素５を有する印刷制御要素１ｂ（Ａｎｉｌｏｘロール１
４によって予めインクが付けられている）は、基板２０にインクを転写する。印刷制御要
素１の、１つのみ、少数の、または全てのレリーフ要素５は基板２０に印刷することが可
能であり、印刷プレスを稼動させる人に、印刷シリンダ１６に対するＡｎｉｌｏｘロール
１４の押印設定、および圧シリンダ１８に対する印刷シリンダ１６の押印設定のような印
刷プレス設定を調整するのに必要な情報を早急に供給する。
【００２０】
　　（感光要素）
　　（光重合可能層）
　フレキソ印刷フォームとして用いるための感光要素の光重合可能層は、既知の光重合可
能材料からなる。本明細書に用いられるように、術語「光重合可能な」は、光重合可能な
、光架橋性の、または双方のシステムを包含することを意図する。当該技術の状態の全て
の光重合可能材料を用いることが可能である。特に好ましいのは、特許文献２、特許文献
３および特許文献４に開示されている材料である。それらは通常少なくとも１種のエラス
トマーバインダー、少なくとも１種の光重合可能なエチレン性不飽和モノマー、および少
なくとも１種の光開始剤または光開始剤系を含み、ここで、光開始剤は、通常紫外線およ
び／または可視線を含む化学線に感受性である。
【００２１】
　エラストマーバインダーの例は、ポリアルカジエン、アルカジエン／アクリロニトリル
コポリマー、エチレン／プロピレン／アルカジエンコポリマー、エチレン／（メタ）アク
リル酸／（メタ）アクリレートコポリマー、および、スチレン、ブタジエンおよび／また
はイソプレンの熱可塑性エラストマーブロックコポリマーである。スチレンおよびブタジ
エンおよび／またはイソプレンの直鎖状および放射状の熱可塑性、エラストマーブロック
コポリマーが好ましい。好ましくは、バインダーは、光重合可能材料の≧６５重量％の量
で存在する。
【００２２】
　光重合可能層中に用いられることが可能なモノマーは、当業界においてよく知られてお
り、例えば１価または多価アルコールのアクリレートおよびメタクリレート、（メタ）ア
クリルアミド、ビニルエーテルおよびビニルエステルなどのような、エチレン性不飽和の
共重合可能な有機化合物を含む。とりわけブタンジオール、ヘキサンジオール、ジエチレ
ングリコール、トリメチロールプロパン、ペンタエリトリトールなどのアクリルエステル
および／またはメタクリルエステル、およびそのような化合物の混合物を含む。好ましく
は、モノマーは、光重合可能材料の≧５重量％の量で存在する。
【００２３】
　適当な光開始剤は、例えばベンゾイン誘導体、ベンジルアセタール、ジアリールホスフ
ィンオキシドなどのような個々の光開始剤または光開始剤系、さらにトリフェニルホスフ
ィン、第３アミンなどと混合されたものである。好ましくは、光開始剤は、光重合可能材
料の０．００１～１０重量％の量で存在する。
【００２４】
　前述の主要な成分に加えて、光重合可能組成物は、例えばＵＶ吸収剤、熱安定剤、可塑
剤、着色剤、酸化防止剤、充填剤などのような従来の添加剤を含んでもよい。
【００２５】
　光重合可能層の厚さは、所望されるフレキソ印刷版のタイプに依存して、広範にわたっ
て変更することができる。いわゆる「薄い版」のために、光重合可能層は、厚さ約０．０
５～０．１７ｃｍであってもよい。より厚い版は、厚さ０．２５～０．６４ｃｍまでの光
重合可能層を有する。
【００２６】
　　（支持体）
　支持体は、フレキソ印刷版として用いるために、従来感光要素と共に用いられる、任意
の可撓性材料であってもよい。適当な支持体材料の例は、付加重合体と直鎖縮合ポリマー
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、透明な発泡体および織物より形成されるもののようなポリマーフィルム、およびアルミ
ニウムのような金属を含む。好ましい支持体は、ポリエステルフィルムである。とりわけ
好ましいのはポリエチレンテレフタレートである。支持体は典型的に、０．００１～０．
０３０インチの厚さを有する。
【００２７】
　　（カバーシート）
　感光要素は、つや消し層の上部に、または存在する場合には、ＩＲ感受性層の上部に、
最も外側の保護層として、カバーシートを任意選択的に含む。可撓性ポリマーフィルム、
例えばポリエチレンテレフタレートからなる有用なカバーシートは、好ましくは下塗りさ
れていないが、任意選択的にシリコーン薄層、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピ
レンまたは他の可剥性のポリマーフィルムでサブコートされてもよい。好ましくは、ポリ
エチレンテレフタレートが用いられる。
【００２８】
　　（付加的な層）
　本発明の好ましい実施態様において、感光要素は、光重合可能層の上部にＩＲ感受性層
を含む。ＩＲ感受性層は、感光要素用の、一体化されたマスキング層を形成することがで
きる。好ましいＩＲ感受性層は、処理の間に除去可能、すなわち、現像溶液に可溶性もし
くは分散性であるか、または熱現像の間に除去可能であり、化学線、すなわち紫外線また
は可視線を通さず、つまり光学濃度≧２．５を有し、赤外線レーザーで画像形成されるこ
とが可能である。ＩＲ感受性層は、例えば、多置換フタロシアニン化合物、シアニン染料
、メロシアニン染料などのような、７５０ｎｍと２０，０００ｎｍとの間の波長範囲で高
度な赤外線吸収量を有する材料、例えばカーボンブラック、グラファイト、二酸化クロム
などのような無機顔料、またはアルミニウム、銅などのような金属を含む。赤外線吸収材
料の量は、層の総重量に対して、通常０．１～４０重量％である。光学濃度≧２．５を達
成して化学線をブロックするために、赤外線感受性層は、化学線の透過を妨げる材料を含
む。この化学線ブロック材料は、赤外線吸収材料と同一かまたは異なっていてもよく、例
えば、染料または顔料、およびとりわけ前述の無機顔料であってもよい。この材料の量は
、層の総重量に対して通常１～７０重量％である。赤外線感受性層は、例えばニトロセル
ロース；アクリレート、メタクリレートおよびスチレンのホモポリマーまたはコポリマー
；ポリアミド、ポリビニルアルコールなどを任意選択的に含む。可塑剤、コーティングエ
イドなどの他の助剤が考えられる。赤外線感受性層は、通常、カバーシート上に前述の成
分の溶液または分散物をコーティングまたは印刷することによって調製され、そしてその
後つや消し層がカバーシート上に塗布される前に、それを乾燥する。赤外線感受性層の厚
さは、通常２ｎｍ～５０μｍ、好ましくは４ｎｍ～４０μｍである。これらの赤外線感受
性層およびそれらの調製は、例えば特許文献９および特許文献１０に詳細に記載されてい
る。
【００２９】
　他の付加的な層は、光重合可能層の上部か、またはＩＲ感受性層が存在する場合には、
光重合可能層とＩＲ感受性層との間に存在しても良い。適当な層は、特許文献３および特
許文献１に記載されている多層カバー要素におけるエラストマー層として開示されるもの
である。そのようなエラストマー層は、それら自身化学線に不感受性である層を含むが、
光重合可能層ならびにそれら自身感光性のような層と接触されたときに感光性になる。こ
れらの感光性エラストマー層は、好ましくはエラストマーバインダー、モノマー、光開始
剤、および任意選択的に、充填剤または他の添加剤を含む。光重合可能層と接触されたと
きに感光性になるエラストマー層は、モノマーを少しも含まない。バインダー、モノマー
および他の化合物は、光重合可能層に含まれるそれらの化合物と同じかまたは類似してい
てもよい。
【００３０】
　さらに、感光要素は、光重合可能層の上部に、または存在する場合には、エラストマー
層の上部に、剥離層を任意選択的に含んでもよい。ＩＲ感受性層が感光要素中に存在する
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場合、剥離層は、光重合可能層またはエラストマー層とＩＲ感受性層との間に置かれる。
剥離層は、感光要素の画像様暴露のために用いられるマスクの容易な除去を可能にする。
剥離層は、可撓性であり、透明であり、非粘着性でなければならない。それは通常薄層で
あり、好ましくは少なくとも０．５ミクロンの厚さを有するが、１０ミクロン未満、より
好ましくは４ミクロン未満の厚さを有する。好ましくは、剥離層は、通常の現像処理の間
に除去可能である。適当な剥離層は、ポリアミド、ポリビニルアルコール、ポリウレタン
、ポリビニルピロリドン、両性インターポリマー、ヒドロキシセルロース性ポリマー、ポ
リエチレンオキシド、エチレンおよび酢酸ビニルのコポリマーおよびそれらの組み合わせ
を含んでもよい。任意選択的に、剥離層は、無機または有機艶消剤、着色剤、例えば染料
および／または顔料並びにフォトクロミック添加剤を含んでもよい。すなわち、画像様暴
露の直後または画像様暴露および現像の後、感光要素の画像領域と非画像領域との間を同
定するため、またはコントラストをより良くするためである。２００２年３月１４日に出
願されたＢｏｄｅらによる米国特許第６０／３６４，９５６号（ＧＰ－１２０６／ＰＲＶ
）に記載されたもののように、光重合可能層の表面に固定されることが可能な艶消剤を含
む剥離層は、特に適している。
【００３１】
　感光要素は、赤外線感受性層または任意選択的に艶消仕上げをした剥離層と、光重合可
能層またはエラストマー層との間に、特許文献１６に開示されているようなワックス層を
任意選択的に含むことができる。適当なワックスは、全てポリオレフィンワックス、パラ
フィンワックス、カルナウバワックス、ステアリンワックス、およびステルアミド（ｓｔ
ｅｒａｍｉｄｅ）ワックスのような、天然および合成ワックスである。好ましいのは、軟
化温度≧７０℃を有するワックス、特に軟化温度≧９０℃を有するポリエチレンワックス
である。キャスティング、印刷またはスプレーコーティングのような従来の方法を用いて
適当な溶媒のワックス分散液からワックス層を調製することができる。ワックス層は、通
常０．０２～１．０μｍの厚さ、好ましくは０．０５～０．５μｍである。
【００３２】
　感光要素は、支持体と光重合可能層との間に、接着層を任意選択的に含むことができる
。そのような接着材料は、特許文献１７および特許文献１８に開示されている。あるいは
また、支持体は、火炎処理もしくは電子処理によって接着促進表面を有することができる
か、または支持体を通して化学線に暴露することにより、支持体に対する光重合可能層の
接着を促進することができる。
【００３３】
　さらに、感光要素は、支持体と光重合可能層との間に、ハレーション防止層を任意選択
的に含むことができる。そのようなハレーション防止層は、本質的に化学線を吸収する微
細に分割された染料または顔料を支持体と光重合可能層の双方に接着する樹脂もしくはポ
リマーの溶液または水性分散液中に分散し、それを支持体上にコーティングし、そして乾
燥することにより作製されることが可能である。適当なハレーション防止顔料および染料
は、カーボンブラック、二酸化マンガン、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　Ｂｌａｃｋ（ＣＩ　２０
４７０）、およびＡｃｉｄ　Ｍａｇｅｎｔａ　Ｏ（ＣＩ　４２６８５）を含む。適当なポ
リマーキャリアまたは樹脂キャリアは、ポリビニル化合物、例えばポリ塩化ビニルホモポ
リマーおよびコポリマー、アクリル酸またはメタクリル酸のコポリマーなどを含む。
【００３４】
　　（感光要素を調製する方法）
　本発明に適当な感光要素は、一般的な技術によって調製することができる。光重合可能
層それ自身は、バインダー、モノマー、開始剤および他の成分を混合し、そしてそれをシ
ート層に形成することによる多くの方法により調製することが可能である。一般的に、光
重合可能混合物はホットメルトに形成され、そして次に、カレンダー処理をして、所望さ
れる厚さにする。押出機を用いて、組成物を溶融、混合、脱気およびフィルターにかける
機能を実施することができる。次に押し出された混合物を、支持体とカバー要素との間で
カレンダー処理する。本発明に関して、このカバー要素は、カバーシートを含み、ＩＲ感
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受性層、感光層になり得るエラストマー層、剥離層およびワックス層からなる群から選択
される１つまたは複数の付加的な層を、任意選択的に含む。あるいはまた、光重合可能材
料を、型中で、支持体とカバー要素との間に置く。材料の層を、次に熱および／または圧
力の適用によって平面にプレスする。押出し／カレンダー処理方法の組み合わせはとりわ
け好ましい。感光要素を調製した後、それを、例えば送風で冷却し、並んだ蛍光灯の下、
例えばブラックライト管を通過させ、移動経路に対して横向きに置く。感光要素は、支持
体を通して継続的に暴露され、支持体に隣接するフォトポリマー層の予め決定された厚さ
を部分的に重合する。
【００３５】
　　（フレキソ印刷版を調製する方法）
　本発明に不可欠な段階を、感光要素の画像様暴露の前に直接的に行う。それゆえに、印
刷制御要素のネガマトリックスを、非画像領域の感光要素の最も外側の光重合可能層の表
面に、印刷制御要素を型押しするために用いる。感光要素が、カバーシートによって保護
された場合には、このカバーシートは、光重合可能層の表面へのマトリックスの型押しの
前に除去しなければならない。エラストマー層または剥離層のような他の付加的な層が感
光要素の最も外側の層を形成する場合において、マトリックスをそれらの層の表面にプレ
スし、それによって、さらに光重合可能層に、規定された高度差を有する試験印刷レリー
フを押印する。ＩＲ感受性層が感光要素上に配置される場合において、ＩＲレーザー照射
によってフォトマスクを形成する前または後に、しかし好ましくはＩＲレーザー段階の後
に、マトリックスの押印の段階を実施することができる。レーザー画像形成によって、フ
ォトマスクをＩＲ感受性層から形成したとき、同じ処理段階において、フォトマスクの非
画像領域に、付加的な高解像度パターンを画像形成することも可能である。その後、高解
像度パターンを通じて化学線に対して光重合可能層を暴露することにより、印刷制御要素
を形成する。
【００３６】
　次に、感光要素は、化学線を通す領域と化学線を本質的に通さない領域とを有するフォ
トマスクを通じて、一般的な方法により、画像様暴露する。化学線は、紫外線および可視
放射を意味する。フォトマスクは別個のフィルムであってもよい。すなわち、ハロゲン化
銀フィルムのような、画像担持トランスペアレンシーもしくはフォトツールであるか、ま
たは上記のような感光要素と一体化されたフォトマスクであってもよい。フォトマスクが
別個のフィルムである場合、任意のカバーシートは、通常、画像様暴露の前に取り去られ
る。フォトマスクが、通常の真空処理によって、例えば一般の真空フレームの使用により
、感光要素と密着するようになる。したがって、許容可能な時間中に、感光要素とフォト
マスクとの間の、本質的に均一かつ完全な接触を達成することができる。
【００３７】
　感光要素上にＩＲ感受性層がある場合、ＩＲレーザー照射にＩＲ感受性層を画像様暴露
して、感光要素上にフォトマスクを形成する。７５０～２０，０００ｎｍの範囲を放射す
る種々のタイプの赤外線レーザーを用いて、赤外線レーザー暴露を実施することができる
。赤外線レーザーは、７８０ｎｍ～２，０００ｎｍの範囲で放射するダイオードレーザー
を含み、１０６４ｎｍで放射するＮｄ；ＹＡＧレーザーが好ましい。放射線不透過層が、
赤外線レーザー放射に画像様暴露され、光重合可能層上か、または光重合可能層の上に配
置されたもの、すなわちその場で形成された（ｉｎ－ｓｉｔｕ）マスクの上に画像を形成
する。Ｆａｎによる特許文献１９および特許文献２０、およびＦａｎの特許文献２１によ
って開示されているように、赤外線レーザー照射は、光重合可能層から赤外線感受性層（
すなわち放射線不透過層）を選択的に除去、例えば融除するか、または揮発することがで
きる。一体化されたフォトマスクは、続く化学線への全面的な暴露および処理の段階のた
めに感光要素上に残る。
【００３８】
　画像様暴露では、光重合可能層の放射線暴露領域は、層の非暴露領域に著しい重合また
は架橋を生じさせないまま、不溶性状態に転換される。この光重合は、画像様印刷レリー
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フを形成し、非画像領域では、規定された高度差を有する試験印刷レリーフを含む印刷制
御要素を形成する。いかなる従来の化学線源も、この暴露のために用いることができる。
適当な照射源の例は、キセノンランプ、水銀ランプ、炭素アーク、アルゴングローランプ
、紫外線を放出する蛍光材料および電子フラッシュユニットを有する蛍光ランプ、および
写真フラッドランプを含む。最も適当な紫外線源は、水銀ランプ、とりわけ太陽灯である
。暴露時間は数秒から数分まで、放射線の強さおよびスペクトルのエネルギー分布、感光
要素からのその距離、および光重合可能材料の性質および量に依存して変化してもよい。
全面的な背面暴露は、画像様暴露の前または後に実施され、支持体に隣接する予め決定さ
れた厚さのフォトポリマー層を重合する。このフォトポリマー層の重合された部分は、フ
ロアを指定する。フロアの厚さは暴露時間、暴露源などで変化する。この暴露は、拡散ま
たは有向性で行うことができる。画像様暴露に適した全ての放射源を用いることができる
。暴露は一般的に１～３０分である。
【００３９】
　マスクを通じたＵＶ放射への全面的な暴露に続き、感光印刷要素を処理して光重合可能
層中の非重合領域を除去し、それによってレリーフ画像を形成する。処理段階は、化学線
に暴露されなかった領域中の少なくとも光重合可能層、すなわち光重合可能層の非暴露領
域または非硬化領域を除去する。エラストマーキャッピング層を除いて、典型的に、光重
合可能層上に存在し得る付加的な層は、光重合可能層の重合領域から除去されるか、また
は本質的に除去される。マスクのデジタル形成のための別個のＩＲ感受性層を含む感光要
素では、処理段階は、マスク画像（化学線に暴露されたもの）も除去する。
【００４０】
　感光印刷要素の処理は、（１）光重合可能層を適当な現像溶液と接触して、非重合領域
を洗い流す「湿式」現像、そして（２）光重合可能層の非重合領域に、溶融または軟化ま
たは流動を引き起こす現像温度まで、感光要素を加熱して、吸湿材との接触により吸い取
る「乾式」現像を含む。乾式現像は、熱現像とも呼ばれる。
【００４１】
　湿式現像は、通常、ほぼ室温で実施される。現像液は、有機溶媒、水性若しくは半水性
溶液、または水であってもよい。現像液の選択は、主として、除去されるべき光重合可能
材料の化学的性質に依存する。適当な有機溶媒現像液は、芳香族または脂肪族炭化水素溶
媒、および脂肪族または芳香族ハロ炭化水素溶媒、例えばｎ－ヘキサン、ガソリンエーテ
ル、水和ガソリン油、リモネンまたは他のテルペンまたはトルエン、イソプロピルベンゼ
ンなど、メチルエチルケトンのようなケトン、クロロホルム、トリクロロエタン、または
テトラクロロエチレンのようなハロゲン化炭化水素、酢酸エステルまたはアセト酢酸エス
テルのようなエステル、または適当なアルコールとそのような溶媒の混合物を含む。他の
有機溶媒現像液は、特許文献２２に開示されている。適当な半水性現像液は、通常水およ
び水混和性有機溶媒およびアルカリ性材料を含む。他の適当な水性現像液の組み合わせは
、特許文献２３に記載されている。界面活性剤またはアルコールのような添加剤を用いる
ことが可能である。
【００４２】
　現像時間は変化することができるが、好ましくは約２分～約２５分の範囲内である。現
像液は、浸漬、噴霧およびブラシまたはローラーの適用を含む任意の従来法に適用可能で
ある。ブラッシング補助器具を用いて要素の非重合部分を除去することができる。洗い流
しは、現像液および機械的ブラッシング作用を使用する自動処理装置中で実施して、暴露
された画像とフロアからなるレリーフを残しながら、版の非暴露部分を除去する。
【００４３】
　溶液中での現像による処理の後、レリーフ印刷版を、一般に、吸い取るか、または拭い
取って乾燥し、そして次に、強制空気または赤外線オーブン中でより完全に乾燥する。乾
燥時間および温度は変化してもよいが、典型的に、６０℃で６０～２００分にわたって、
版を乾燥する。高温は勧められない。なぜなら支持体が縮み、これが位置あわせの問題を
引き起こすからである。
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【００４４】
　要素を熱的に処理することは、少なくとも１つの光重合可能層（および付加的な層）を
有する感光要素を、光重合可能層の非硬化部分に軟化、溶融または流動を引き起こすのに
十分な温度まで加熱する工程と、要素の最も外側の表面を吸収表面に接触させて、溶融部
分または流動部分を吸収するか、または吸い取る工程とを含む。光重合可能層の重合領域
は、非重合領域よりも高い溶融温度を有し、それ故に熱現像温度で溶融、軟化または流動
しない。フレキソ印刷版を形成するための感光要素の熱現像は、特許文献５、特許文献６
、特許文献７および特許文献８に記載されている。
【００４５】
　術語「溶融する」は、軟化し、粘度を低下させて、流動および吸収材料による吸収を可
能にする高温に付された光重合可能エラストマー層の非照射部分の挙動を記載するために
用いられる。光重合可能層の溶融可能部分の材料は、通常固体と液体との間の急激な転移
を有さない粘弾性材料であり、したがって処理は、吸収材料中に吸収するためのある閾値
を上回る任意の温度で加熱された組成物を吸収するために機能する。広範な温度範囲を利
用して、本発明の目的のために、組成物層を「溶融する」ことが可能である。成功する処
理の操作の間、吸収は、低温ほど遅く、高温ほど早い。
【００４６】
　感光要素を加熱する工程および吸収材料と要素の最も外側を接触させる工程からなる熱
処理段階は、同時に行われてもよく、または吸収材料と接触されたときに、光重合可能層
の非硬化部分がまだ軟性か、または溶融状態にあることを条件として、順番に行われても
よい。少なくとも１つの光重合可能層（および付加的な層）を、伝導、対流、放射または
他の加熱方法により、非硬化部分の溶融を起こすのに十分であるが、層の硬化部分の歪み
をもたらすほど高温でない温度まで加熱する。光重合可能層の上に配置された１または複
数の付加的な層を、軟化、溶融または流動して、同様に吸収材料によって吸収することが
可能である。光重合可能層の非硬化部分の溶融または流動をもたらすために、約４０℃を
上回り、好ましくは約４０℃～約２３０℃（１０４°Ｆ～４４６°Ｆ）の表面温度まで感
光要素を加熱する。非硬化領域が溶融されている光重合可能層と吸収材料の、多少なりと
も密接な接触を維持することによって、光重合可能層から吸収材料への、非硬化感光材料
の移動が起こる。まだ加熱された状態にある間、吸収材料は、支持体層と接触する硬化さ
れた光重合可能層から引き離され、レリーフ構造を明らかにする。光重合可能層を加熱す
る工程と、吸収材料と溶融された（部分）層とを接触させる工程とからなる段階のサイク
ルを、非硬化材料を適当に除去し、十分なレリーフ深度を作り出すのに必要な回数繰り返
す。しかしながら、適当なシステム性能のために、サイクル数を最小限にすることが望ま
しく、典型的に、５～１５サイクルで、光重合可能要素は熱的に処理される。光重合可能
層（非硬化部分が溶融されている間の）に対する吸収材料の密接な接触を、その層と吸収
材料との一緒のプレスによって保持してもよい。
【００４７】
　感光要素を熱的に現像するのに好ましい装置は、特許文献２４、およびさらに２０００
年９月６日（ＩＭ－１２８９　ＰＣＴ）に出願したＪｏｈｎｓｏｎらによる国際特許出願
ＵＳ００／２４４００号に開示されている。熱処理を実施するために、感光要素をドラム
または平面上に置いてもよい。
【００４８】
　吸収材料は、光重合可能層の非硬化部分の溶融温度を超える溶融温度を有するもの、お
よび同様の操作温度で良好な引裂抵抗を有しているものが選択される。好ましくは、選択
された材料は、加熱する間に感光要素を加工するのに必要とされる温度に耐える。吸収材
料は、空隙容量としてそれらの容量に含まれる相当量の画分を多少含む不織布材料、用紙
、繊維織布材料、連続気泡発泡体材料、多孔性材料から選択される。吸収材料は、ウェブ
またはシートの形態であってもよい。また、吸収材料は、吸収材料の１平方ミリメートル
当たりに吸収され得るエラストマーのグラム数によって測定されるように、溶融エラスト
マー組成物に対して高い吸収率を保有しているべきである。好ましくは、不織ナイロンウ
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ェブである。
【００４９】
　また、感光要素は、非硬化部分を十分に除去するための１または複数の処理段階を受け
てレリーフを形成することが可能であることが意図されている。感光要素は、任意の順序
で湿式現像および乾式現像の双方を受けてレリーフを形成することが可能である。光重合
可能層の上に配置される１つまたは複数の付加的な層が、洗浄溶液および／または加熱に
より除去可能でない場合には、そのような付加的な層を除去するために前現像処理工程が
必要であるかもしれない。
【００５０】
　フレキソ印刷版は、任意の順序で後暴露され、および／または化学的または物理的に後
処理され、フレキソ印刷版の表面を非粘着化する。
【００５１】
　また、フレキソ印刷版を、レーザー彫刻によって調製してもよい。この方法によって、
レーザー彫刻可能な強化エラストマー材料の部分は、レーザーで画像様にアブレーティン
グされ、これによって印刷レリーフを形成する。そのような材料および方法は、特許文献
１３、特許文献１４および特許文献１５に記載されている。本発明の場合、同様の技術に
よって、印刷制御要素を調製することが好ましい。
【００５２】
　　（使用方法）
　画像様印刷レリーフをフレキソ印刷版の印刷表面に含み、規定された高度差を有するレ
リーフ要素を構成する印刷制御要素を非画像領域に含む、本発明のフレキソ印刷版を、次
に、一般的な方法で印刷する。フレキソ印刷版を版シリンダ上に取り付け、フレキソ印刷
版領域の表面に形成された三次元レリーフの隆起した部分を、それらの上面にインクを付
けるためにＡｎｉｌｏｘに押し付ける。その後、インクが付けられたレリーフ領域を紙基
板紙にプレスし、インク画像を紙上に形成する。この画像は、デザインの画像並びに印刷
制御要素の画像を示す。機械的システムの設定は、どのように印刷制御要素が再現される
か（これは印刷制御要素の複数の要素のどれが再現されるかを意味する）、および、どの
ようにそれらが再現されるかに依存して調整される。印刷制御要素をチェックすることに
よって、印刷職工は、今度は容易に印刷機械の設定を調整することができる。印刷職工は
、Ａｎｉｌｏｘまたは基板への、またはＡｎｉｌｏｘまたは基板からのフレキソ印刷版の
機械的接近またはリフトオフによって、押印設定を修正することができる。印刷職工は、
もはや印刷されるデザインの別個の領域を読み取り、そして押しつぶされた画像領域また
は不十分なインク転写を示す領域についてそれをチェックしなくてもよい。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
［１］　ａ）支持体と、
　ｂ）画像様印刷レリーフを含有する上面を有する支持体上の少なくとも１つのエラスト
マー層であって、該上面は、非画像領域に、規定された高度差を有するレリーフ要素を含
む印刷制御要素も含有するエラストマー層と
を含むフレキソ印刷フォーム。
［２］　前記印刷制御要素が、少なくとも２つの、規定された高度差のレリーフ要素を含
むことを特徴とする［１］に記載のフレキソ印刷フォーム。
［３］　前記印刷制御要素が、規定された高度の中心要素、および、中心要素と比較して
規定された同じ高度差を有する両側の要素を有する、少なくとも３つの、規定された高度
差のレリーフ要素を含むことを特徴とする［１］に記載のフレキソ印刷フォーム。
［４］　前記印刷制御要素がバーコードであることを特徴とする［３］に記載のフレキソ
印刷フォーム。
［５］　前記エラストマー層が、少なくとも１種のエラストマーバインダー、少なくとも
１種の化学線により光重合可能なエチレン性不飽和化合物、および少なくとも１種の光開
始剤または光開始剤系を含有する光重合可能層から形成されることを特徴とする［１］に
記載のフレキソ印刷フォーム。
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［６］　一体化されたＩＲ感受性層をフォトマスクとして用いるために、上面に配置する
ことを特徴とする［５］に記載のフレキソ印刷フォーム。
［７］　前記ＩＲ感受性層と上面との間に配置される、少なくとも１つの付加的な層であ
って、該付加的な層が、感光性になることが可能なエラストマー層、剥離層、およびワッ
クス層からなる群から選択される付加的な層をさらに含むことを特徴とする［６］に記載
のフレキソ印刷フォーム。
［８］　前記上面に配置される少なくとも１つの付加的な層であって、感光性になること
が可能なエラストマー層、剥離層およびワックス層からなる群から選択される付加的な層
をさらに含むことを特徴とする［５］に記載のフレキソ印刷フォーム。
［９］　前記剥離層が、光重合可能層の表面に固着することが可能な少なくとも１つのマ
ット材を含むことを特徴とする［８］に記載のフレキソ印刷フォーム。
［１０］　画像様印刷レリーフを含有するフレキソ印刷フォームを製造する方法であって
、
　画像様印刷レリーフを含有するのに適した上面を有する少なくとも１つのエラストマー
層を提供する工程と、
　エラストマー層の非画像領域に、規定された高度差を有するレリーフ要素を含む印刷制
御要素を形成する工程と
を含むことを特徴とする方法。
［１１］　前記エラストマー層が、少なくとも１種のエラストマーバインダー、化学線に
より光重合可能な少なくとも１種のエチレン性不飽和化合物および少なくとも１種の光開
始剤または光開始剤系を含有する光重合可能層を含む［１０］に記載の方法であって、該
方法が、
　Ａ）光重合可能層中の重合領域と非重合領域とを形成するフォトマスクを通じて光重合
可能層を化学線に暴露する工程と、
　Ｂ）フォトマスクを除去する工程と、
　Ｃ）非重合領域を除去して、光重合可能層の上面に、画像様印刷レリーフおよび印刷制
御要素を形成する工程と
をさらに含むことを特徴とする方法。
［１２］　前記形成する工程を、光重合可能層の上面に、規定された高度差を有するレリ
ーフ要素を含む印刷制御要素のネガマトリックスを印加することによって実施することを
特徴とする［１１］に記載の方法。
［１３］　［１２］に記載の方法により製造されることを特徴とするフレキソ印刷フォー
ム。
［１４］　一体化された赤外線感受性アブレーション層が上面に配置される［１１］に記
載の方法であって、該方法が、印刷制御要素を形成するために暴露する工程の間に、赤外
線感受性層を赤外線レーザー放射に画像様暴露して、化学線にフィルターをかけることが
可能な、フォトマスクおよび高解像度パターンの両方を形成する工程をさらに含むことを
特徴とする方法。
［１５］　［１４］に記載の方法により製造されることを特徴とするフレキソ印刷フォー
ム。
［１６］　前記フォトマスクを除去する工程Ｂ）が、前記工程Ｃ）の間に実施されること
を特徴とする［１１］に記載の方法。
［１７］　前記除去する工程Ｃ）が、
　（１）溶媒溶液、水溶液、半水性溶液および水からなる群から選択される少なくとも１
つの洗浄溶液を用いて現像する工程と、
　（２）光重合可能層を、非重合部分に融解、流動、または軟化を引き起こすのに十分な
温度まで加熱し、吸収材料と光重合可能層を接触させて非重合部分を除去する工程と
からなる群から選択されることを特徴とする［１１］に記載の方法。
［１８］　前記エラストマー層が、レーザー彫刻可能な、強化エラストマー層を含む［１
０］に記載の方法であって、該方法が、
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　Ａ）レーザー彫刻可能な、強化エラストマー層を画像様アブレーティングして、印刷レ
リーフを形成する工程と、
　Ｂ）エラストマー層の非画像領域をアブレーティングすることにより、印刷制御要素を
形成して、規定された高度差を有するレリーフ要素を提供する工程と
をさらに含むことを特徴とする方法。
［１９］　［１８］に記載の方法によって製造されるフレキソ印刷フォーム。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】規定された高度差を有するレリーフ要素を有する本発明の印刷制御要素を示すフ
レキソ印刷版の非画像領域の断面図である。
【図２】Ａｎｉｌｏｘロール、圧シリンダおよびインクがつけられた印刷制御要素（１ａ
）、および印刷している印刷制御要素（１ｂ）（図示されている）と、画像様印刷レリー
フ（図示されていない）とを有するフレキソ印刷版を保持する印刷版シリンダを示す印刷
プレスの断面図である。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　印刷制御要素
１ａ　　インクがつけられた印刷制御要素
１ｂ　　印刷している印刷制御要素
２　　　フロア
３　　　支持体
５　　　レリーフ要素
１０　　フレキソ印刷版
１２　　印刷プレス
１４　　Ａｎｉｌｏｘロール
１６　　印刷シリンダ
１８　　圧シリンダ
２０　　基板
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